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Select Lesson 3 評価規準

①聞くこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・相手の健康状態や、アドバイスに関して積極的に相手から情報を得ようとする意欲を示している。

・相手の発話に耳を傾け理解しようと努力する姿勢が見られる。

（コミュニケーションの継続）

・「聞いている」という意思表示を視線、表情、ジェスチャーなどで示すことができる。

・きかれた質問に対して、答えを準備したり、聞き返したり、間を置く表現を使ったりして適切に反応しようとしている。

●表現の能力

●理解の能力
（正確な聞き取り）

・相手の健康状態をたずねたり答えたりする表現Are you okay?  I have a ~.などを使った文を聞いて、その内容を正確に理解することができる。

・相手に健康に関してのアドバイスをする表現You should ~.などを使った文を聞いて、その内容を正確に理解することができる。

・Checkで聞いた質問の意味を正しく理解している。

・LISTENINGで使用されている番組の種類に当たる英語をきいて内容を正しく理解できる。

・Challenge!!（オプション）のACTIVITIES(2)を聞いて、内容を正しく理解している。

（適切な聞き取り）

・あいさつの表現であるHow are you?を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。
・体調をたずねる表現を聞いて、キーワード（Are you okay?）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・体調を答える表現を聞いて、キーワード（I’m not feeling well.  I have a ~. I feel ~.）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

・相手の体調が悪いことを同情し、アドバイスをする表現を聞いて、キーワード（That’s too bad.  You should ~.）を聞き取ることができ、内容を適切に理解することができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・Are you～で始まる疑問文は、文尾を上げたイントネーションで発話することを知っている。

・体調についてたずね、答える表現を知っている。

・相手に体調についてアドバイスする表現の意味を知っている。

（文化についての理解）
・医師に対して症状を示す表現には、なじみのないものが多いことを知っている。
②対話すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・相手の健康状態や、アドバイスに関しての自分の情報を相手に伝えようとする意思を示している。

・教科書p. 103~104に掲載されているような相槌表現を使って、相手の発言に反応し、関心を示す。

（コミュニケーションの継続）

・教科書p.21のSPEAKING活動やp.22のINTERVIEW活動で、相手がうまく言えないときや相手が正確に聞くことができないときでも、別の表現を使うなど工夫して対話を継続しようとしている。

●表現の能力

（正確な対話）

・疑問詞で始まる疑問文とAre you～?で始まる疑問文の文尾のイントネーションの違いを正しく使い分けることができる。

・体調やアドバイスを、正しい表現を使ってたずね、答えることができる。

（適切な対話）

・相手の体調やアドバイスに積極的に関心を示し、対話を継続することができる。
・SPEAKINGでは、最も適切だと思われる語句を選んで、場面に応じて文を創造的に変えて表現することができる。

●理解の能力
（正確な対話）

・体調についての対話表現（Key Expressions）を正確に理解している。

（適切な対話）

・自然な口調で話された好きな事柄に関する質問や応答表現を正しく理解することができる。

・きかれたことに対して、素早く適切に自分の好きなもの（こと、人）を相手に知らせることができる。

●知識・理解

（言語についての知識）

・体調やアドバイスについての対話表現（Key Expressions）に関する文法（POINTS）とイントネーション（SOUNDS）を正確に理解している。

（文化についての理解）

・医師に対して症状を示す表現には、なじみのないものが多いことを知っている。

③話すこと
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・教科書p.21のSPEAKING活動やp.22のINTERVIEW活動で、積極的にクラスメートに質問したり、答えたりしている。

（コミュニケーションの継続）

・うまく言えない表現があっても、知っている単語や語句を使ったり、ジェスチャーを用いたりして発話を継続する工夫をしている。
●表現の能力

（正確な発話）

・あいさつの表現であるHow are you?を、適切に発話することができる。
・体調をたずねる表現Are you okay?文の最後のイントネーションは上げて発話することができる。
・体調を答える表現（I’m not feeling well.  I have a ~. I feel ~.）を適切に発話することができる。

・相手の体調が悪いことを同情し、アドバイスをする表現（That’s too bad.  You should ~.）を適切に発話することができる。

（適切な発話）

・相手の目を見て話すことができる。

・大きな声ではっきりと発話することができる。
●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・shouldのあとには動詞の原形がきて、ひとになにかを提案することができることを理解している。

・need to、mustも同様であることを知っている。

・I have ~. I feel ~.を使って自分の体調を言うことができることを知っている。

・疑問詞で始まる疑問文とAre you?で始まる疑問文の文尾のイントネーションが異なることを知っている。

（文化についての理解）

・発話の際には、相手の目を見ることが大切であることを理解している。

・大きな声ではっきりと発話することが大切であることを理解している。
④口頭で発表すること
●関心・意欲・態度

（言語活動への取組）

・間違うことを恐れず積極的に人前で発表している。

・教科書p. 23のスキットを何度も練習し、スムーズに発表できるように主体的に取り組んでいる。

（コミュニケーションの継続）

・発表の途中で詰まったときや、うまく言えない表現があったとき、知っている語句やジェスチャー用いて発表を継続する工夫をしている。

●表現の能力

（正確な発表）

・教科書p.23のChallenge（オプション）での原稿を役になったつもりでできるだけ正確な発音、イントネーションを用いてスムーズに発表できる。

（適切な発表）

・クラス全体を見渡しながら、大きな声ではっきりと、普段の対話よりややゆっくり発表できる。
●理解の能力
●知識・理解

（言語についての知識）

・普段の対話の時より、はっきりと発音すること、ややゆっくり発話することを知っている。

・助動詞のあとでは、動詞が原型になることを知っている。

（文化についての理解）

・文化によっては、体調をできるだけ良く言う傾向があることを理解している。
